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１．概要（Summary） 

歯科用金属の接着に際し，アルミナブラスト処理は重

要な前処理法である．この処理は対象表面の汚染物を機

械的に除去し，表面を粗造化し，接着面積を増大させる

効果があると言われている．しかしながら，この処理によっ

て生じる合金表面の変化を詳細に調べた報告はほとんど

なく，接着への影響については不明な点が多い．そこで

本研究は，本邦の保険診療で頻用されている金銀パラジ

ウム合金を用い，アルミナブラスト処理によって生じる合金

表面の機械的ならびに化学的変化を明らかにし，併せて

MMA-TBB レジンセメントとの接着に及ぼす効果を検証

することを目的とした． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

走査型電子顕微鏡、レーザーマイクロスコープ 

【実験方法】 

鋳造した金銀パラジウム合金表面を耐水研磨紙で研磨

後，アルミナブラスト処理を行ったものを試料とした．合金

の機械的ならびに化学的変化は，レーザー顕微鏡による

表面粗さと表面積の測定，SEM-EDX による組成分析，

および XPS による化学状態の分析を行って評価した．ま

た，以下のようにアルミナブラスト処理がレジンセメントとの

接着強さに及ぼす影響を検証した．すなわちブラスト処理

した試料の被着面に対し， VBATDT，MDP あるいは両

者を含むプライマーのいずれかを塗布し，MMA-TBB レ

ジンセメントを接着した．その後，熱サイクル試験前後に

剪断接着試験を行い，接着強さを求めた． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

レーザー顕微鏡による表面粗さと表面積の測定結果か

ら，アルミナブラスト処理は金銀パラジウム合金を機械的

に粗造化することを確認した．表面積は約 2 倍にそれぞ

れ増加していた．SEM-EDX による組成分析の結果から，

ブラストに用いたアルミナの成分であるアルミニウムと酸素

が合金表面に局所的に残存していることがわかった．

XPS による分析結果より，ブラスト処理すると合金表面近

傍の銅の価数が 0 価から 2 価に酸化することがわかった．

また，熱サイクル試験後の接着試験では，MDP を用いた

群の接着強さが有意に大きかった．  

以上の結果から，金銀パラジウム合金に対するアルミナ

ブラスト処理は，合金表面を機械的に粗造化するだけで

なく，ブラスト粒子のアルミナを表面に残存させ、合金成分

中の銅を酸化しており，表面を化学的に改質する効果が

あることが明らかになった．そして，これらの改質効果によ

り，非貴金属用接着性モノマーが金銀パラジウム合金とレ

ジンセメントとの接着強さを特異的に向上させたものと思

われた． 
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